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説明内容について
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1. 本工事における補足説明 ①
（コメント内容）
ハウス・遮へい小屋のイメージ図を作成し、高さ関係と線量分布を説明すること。

2. 本工事における補足説明 ②
（コメント内容）
一人当たり最大線量を説明すること。（年間20mSvに対して管理できているか）



１．本工事における補足説明 ①【ハウス】（１／４）
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＜1号機 R/B 西側＞

＜対象箇所拡大（平面図）＞

※ ×：空間線量当量率(mSv/ h)
（床面より1.2mの高さ）
×：表面線量当量率(mSv/ h)

 コメント内容
 ハウス・遮へい小屋のイメージ図を作成し、高さ関係と線量分布を説明すること



１．本工事における補足説明 ① 【ハウス】 （２／４）
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※ ×：空間線量当量率(mSv/ h)
（床面より1.2mの高さ）

×：表面線量当量率(mSv/ h)

高線量ダスト・瓦礫等



１．本工事における補足説明 ① 【ハウス】 （３／４）
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１．本工事における補足説明 ① 【ハウス】 （４／４）
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＜現場イメージ図（鳥瞰図）＞



１．本工事における補足説明 ①【遮へい小屋】
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＜遮へい小屋設置イメージ＞
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 遮へい小屋の仕様
 ５～６人が待機できる大きさに設定する
 遮へい小屋は遮へい材を２重掛けする
 線量低減率は50％減（0.07mSv/h）の見込み
 待機する対象者は工事担当者・放射線管理員・交代作業員を想定

＜1号機 R/B 西側＞

700mm

【遮へい材】
材質：鉛
厚さ：約10mm



２．本工事における補足説明 ②
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作業
手順

作業内容 計画線量
（人･mSv）

個人最大線量
（mSv/期間）

1 遮蔽小屋設置 16.80 2.10

2 高線量配管への遮蔽設置 1.50 1.50

3 ハウス設置・火気養生 43.20 5.40

4 配管切断・撤去 36.45 4.05

5 切断部閉止溶接 10.80 5.40

6 工事管理 9.07 3.02

7 放射線管理 7.94 2.65

計 125.76

 計画線量及び個人最大線量
 本工事における個人最大線量は、下表のうち作業手順１～４の作業に従事する作

業者であり、「13.05（mSv）」と計画する。

 コメント内容
 一人当たり最大線量を説明すること。（年間20mSvに対して管理できているか）


























